
安全な職場づくりは、「人はミスをする・機械は故障する・絶対安全はない」と

いう前提に立つことから始まります。事故は一つのミスで起こるのではなく、い

くつもの小さな弱点が重なったときに起こるもの。まずは"事故が起きる仕組み"
を知り、どこに手を打てるかを考えていきましょう。

職場での安全対策について

安全の3原則

人はミスする

どんな熟練者も間違える

機械は故障する

設備は必ず劣化・停止する

絶対安全はない

＝ ミス・故障を前提に設計する

不安全状態と不安全行動
不安全状態と不安全行動が事故の要因の約8割といわれます。
不安全な状態・行動が隠れていないか確認し、対策を考えましょう。

不安全状態

・設備自体の欠陥

・保護具の欠陥
・作業環境の欠陥

不安全行動

下記要因を背景に危険な行動をとること
・手間や労力

・時間やコスト
・慣れや過信

対策 (例)

① ５S３定

② 教育
③ 作業手順書
④ KY活動、ヒヤリハット

⑤ リスクアセスメント
⑥ 定期的な点検
⑦ 安全第一の浸透



職場での安全対策について

「本人の不注意」で終わらせない

同じ事故が繰り返されるのは、原因を"人のミス"で片づけてしまうからです。
災害の背後には、人・機械・作業環境・管理の4つ（4M）に関わる要因が必ず

潜んでいます。要因を4Mで洗い出し、対策を4E（教育・技術・徹底・模範）で
立てることで、再発を防ぐ手が見えてきます。



職場での安全対策について

起きてから直すより、起きる前に下げる

リスクアセスメントは、危険を"事故になる前"に見つけて小さくする取り組み
です。対策には効果の高い順番があり、まず危険そのものをなくす・置き換え
る、次に設備で守り、それでも残る部分をルールと保護具で補います。保護具

はあくまで最後の砦。上位の対策から検討するのが基本です。



職場での安全対策について

毎日の「整える・気づく」が安全を作る

整理 整頓 清掃

清潔 躾 ３定

要るものと
要らないものを分けて

要らないものを捨てる

必要なものを
誰にでもすぐに

取り出せる状態

清掃＝点検
綺麗な状態を保つ

・定位置
「置き場所を決める」

・定量
「必要な数量を決める」
・定品

「置くものを決める」

整理 整頓 清掃を
続けられる「仕組み」

ルールを守り
自主的に5Sができる人を

育てる

Point
頻度で決める

Point
スペースを確保する

Point
適切な状態を記録する

Point
5Sのリーダーを決める

チェックリストを作る

Point
上司が率先し行う

立派な仕組みも、足元が乱れていれば機能しません。5S3定で職場を整えて"異常
が見える状態"を保ち、KYT（危険予知訓練）で作業前に「どんな危険が潜んでい
るか」をチームで出し合う。この二つが、不安全な状態と不安全な行動の両方を

日常的に減らしていきます。



安全文化が醸成に向かう4つの要素と企業の信念

職場での安全対策について

①報告する文化
ミスを罰せられない風土
②正義の文化
厳しい対応を取れる風土

ルールから、当たり前の文化へ

・仲間に対する働きかけ
・積極的な情報共有

・全ての人にとって安全な
環境づくり

安全文化の発展段階

事
故
率

反応型 依存型 独立型 相互啓発型

・本能による対応
・目的が法令遵守

・安全担当へ丸投げ
・経営層の関与が低い

・管理監督者による
管理

・ルールの強制
・言われたことはやる

・個人レベルの行動
・言われなくても

自分からできる
・自分だけへの配慮

外発的動機 内発的動機

コンプライアンス コミットメント

事故は起こるもの
ルールを守れば
事故は起きない 災害０を作る

個人の行動で
事故を起こさない

対策を続けた先にあるのが、安全文化の醸成です。組織の安全への向き合い方が

成熟するほど、事故は確実に減っていきます（ブラッドリーカーブ）。"言われ

たから守る"段階から、"全員が自分ごととして声をかけ合う"段階へ。その土台
になるのが、経営者の「事故は防げる」という強い決意です。

下記の表では、組織の安全文化のレベル（横軸）が高度になると、事故率（縦軸）が
下がることが示されています。

経営者のコミットメント（決意）
職場での事故は防げるという強い思い

③柔軟な文化
風とおしの良い組織風土
④学習する文化

安全な職場は、特別な誰かではなく、働く一人ひとりの積み重ねで生ま
れます。今月の内容が、その第一歩のきっかけになればと思います。



職場での安全対策について（補足）
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